
 

赤穂市 AKO CITY 

 

 

 

株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメントとの「災害時にお

ける協力に関する協定」の締結について 

 

 

１．趣 旨 

赤穂市内に災害が発生した場合において、協定に基づく協力体制により、災

害救助対応を円滑に遂行することを目的とし、協定を締結します。 

 

２．内 容 

(１)経 緯 

  令和４年４月に「かんぽの宿 赤穂」の経営が日本郵政株式会社から、株

式会社マイステイズ・ホテル・マネジメントに譲渡され、現行の協定は失

効し、廃止となりました。 

  譲渡後、株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメントと「災害時にお

ける協力に関する協定」について協議し、新たに協定を締結する運びとな

ったものです。 

  ※ 現在、「かんぽの宿 赤穂」から「亀の井ホテル 赤穂」に名称変更 

 

(２)協定締結相手方 

 名 称：株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント 

 相 手：代表取締役 代田 量一 

 住 所：東京都港区六本木 2番 31号 

  

(３)協定内容 

ア 屋内外における避難場所の提供 

イ 浴場を開放しての入浴の提供 

ウ 炊き出しを中心とした非常食の提供 

エ その他、株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメントが可能とす 

る協力 

会 見 年 月 日 令和 5年 7月 19日（水曜日） 

担 当 課 市長公室 危機管理担当 （担当者名：廣井 ） 

問い合わせ先 TEL：0791-43-6866  （内線：2363 ） FAX：0791-43-6892 



 

災害時における協力に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

赤 穂 市 

株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント 

令和５年７月 



災害時における協力に関する協定書 

 

 赤穂市（以下「甲」という。）と、株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント（以下

「乙」という。）とは、乙が運営する亀の井ホテル 赤穂における災害時の協力について、次

のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、赤穂市内に災害が発生した場合において、乙が第３条に定める協力を  

甲に対して行い、災害救助対応を円滑に遂行することを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 この協定における「災害」とは、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第

２条第１号に定める災害をいう。 

 

（協力の内容及び期間） 

第３条 乙は、赤穂市内に災害が発生したときは、特別の理由がない限り、甲の要請に基づ

き、次に掲げる協力を行うものとする。ただし、協力の範囲は乙の業務に支障を来さない

範囲とする。 

 (1) 屋内外における避難場所の提供 

 (2) 浴場を開放しての入浴の提供 

 (3) 炊き出しを中心とした非常食の提供 

 (4) その他乙が可能とする協力 

２ 前項に規定する協力の期間は、原則として災害発生の日から７日以内とする。ただし、

甲乙協議の上、当該期間を延長することができる。 

 

（協力要請） 

第４条 甲は、前条の要請を災害時における協力要請書（様式第１号）により行うものとす

る。ただし、文書をもって要請する暇がないときは、口頭で要請し、その後、速やかに文

書を提出するものとする。 

 

（協力実施報告） 

第５条 乙は、第３条の規定に基づき協力を行った場合は、災害時における協力実施報告書

（様式第２号）により、速やかに甲に報告するものとする。ただし、文書をもって報告す

る暇がないときは、口頭で報告し、その後、速やかに文書を提出するものとする。 

 

（経費の負担） 

第６条 第３条に規定する協力にかかる経費の負担については、甲乙協議の上、決定するも

のとする。 

 

（周知） 

第７条 乙は、亀の井ホテル 赤穂の敷地内に「赤穂市との協定による災害時避難場所」と

明示した案内板を設置し、甲は本協定の内容について赤穂市民に周知するものとする。 



 

（防災訓練の実施） 

第８条 乙は、防災訓練を定期的に実施し、災害時における対応に万全を期すよう努めるも

のとする。 

 

（連絡責任者） 

第９条 この協定に関する事項を確実かつ円滑に行うため、甲乙共に連絡責任者を定め、そ

れぞれ相手方に通知するものとする。なお、変更のあった場合も同様とする。 

 

（協定の効力及び更新） 

第１０条 この協定の有効期間は、協定締結の日から１年間とする。ただし、有効期間満了

の日の３０日前までに、甲又は乙が、相手方に対し文書をもって協定解除の通知をしない

場合には、更に１年間延長するものとし、以降も同様とする。 

 

（協議） 

第１１条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に疑義が生じたときは、

甲乙協議の上定めるものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有す 

る。 

 

 令和５年７月１９日 

 

甲   赤穂市加里屋８１番地          

赤穂市                  

赤穂市長 牟  正 稔  

     

 

乙   東京都港区六本木２番３１号          

株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント  

   代表取締役 代 田 量 一           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１号（第４条関係） 

災害時における協力要請書 

 

 

１ 災害の状況 

 

 

 

 

２ 要請の内容 

種  類 数  量 人  員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３ 要請の期間 

 

 

 

４ その他必要な事項 

 

 

 

 

 

年  月  日 

 

 株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント 様 

（亀の井ホテル 赤穂）  

赤 穂 市 長 

 

 

（市担当者所属       担当者氏名        電話番号        ） 



様式第２号（第５条関係） 

災害時における協力実施報告書 

 

 

１ 協力した内容（種類、数量及び人員提供など） 

種  類 数  量 人  員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２ 協力した期間 

 

 

 

３ その他必要な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  月  日 

 

                  株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント 

亀の井ホテル 赤穂 

                       支配人  

赤 穂 市 長 宛 

 

（亀の井ホテル 赤穂 担当者氏名          電話番号         ） 


